
　 令和６年９月２５日 発行
【第 １３２ 号】

国土交通省 東北地方整備局
秋田河川国道事務所
子 吉 川 出 張 所

◆インターネットで「雨量データ」や

「水位データ」等を提供しています。

◇パソコンから→https://www.river.go.jp/

◇ スマホなど→『川の防災情報』で検索

◎ご意見・問い合わせ先 ⇒ 子吉川出張所『せせらぎ通信』担当

住所：由利本荘市石脇字田尻２９ 電話：０１８４－２２－６３６０

ホームページ：https://www.thr.mlit.go.jp/akita/branch_office/koyoshi/
または、「子吉川出張所」で検索

由利本荘市吉沢にある畑中喜右衛門碑前にて、慰霊祭が行われました。畑中喜右衛門は、吉沢地区の

治水の恩人として現在に語り継がれており、毎年９月７日の命日に慰霊祭が行われています。

平成３年に畑中喜右衛門の碑の側に新たに建てられた碑には、以下のように記されています。
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矢島小学校 社会科見学 ～９月１０日～

矢島小学校４年生の皆さんが、社会科「水害に備えるまちづくり」の学習の

一環で、子吉川防災ステーションの見学に訪れました。当日は、施設の役割や

災害対策車の働きなどについて学びました。児童の皆さんからは、「災害時

以外にも防災ステーションを使うことはありますか」「訓練は行っているの

でしょうか」など様々な質問がありました。対策本部車の車内見学や、照明車

の照明を操作する体験なども行い、日常生活ではできない貴重な経験が

できたのではないでしょうか。

防災ステーションの説明の様子

照明車の操作体験

↓照明車

対策本部車の見学

↓対策本部車


